
被
害
を
受
け
た
地
区
の
一
つ
で
す
。

　

災
害
前
、
地
区
に
は
約
２
５
０

世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
約
40
％
の
１
０
０
世
帯
に
ま

で
減
少
。「
家
屋
被
害
が
な
く
て

も
、
裏
山
の
崩
壊
を
恐
れ
て
避
難

を
続
け
る
人
も
い
る
。
生
活
再
建

を
目
指
し
て
も
、
農
業
を
で
き
る

土
地
や
道
具
が
全
て
流
さ
れ
、
や

む
な
く
長
年
続
け
た
稼
業
を
捨

て
、
都
市
部
に
転
職
し
た
人
も
大

勢
い
る
。
時
間
が
か
か
る
ほ
ど
、

地
元
を
去
る
人
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
」と
伊
藤
会
長
は
危
機
感

を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　
「
家
族
、
家
、
大
切
な
も
の
、

多
く
が
失
わ
れ
た
。
被
災
し
て
の

２
年
間
は
苦
悩
の
連
続
で
し
た
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も

災
害
を
経
験
し
た
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
。
こ
こ
で
起
き
た
悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
災

害
か
ら
得
た
教
訓
を
伝
え
続
け

た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
雨
が
過
ぎ
去
っ
た
と
き
、
ど

こ
が
自
分
の
家
か
分
か
ら
な
い
。

流
れ
込
ん
だ
土
砂
や
流
木
で
全
て

を
失
っ
た
人
も
い
る
。
山
間
部
に

お
け
る
国
内
最
大
の
災
害
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」２
年
が
過
ぎ
た
今

も
残
る
災
害
の
爪
跡
を
、
朝
倉
市

の
住
民
組
織「
松
末
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
伊
藤
睦む

つ

人と

会

長
は
静
か
に
見
つ
め
ま
し
た
。
勾

配
の
き
つ
い
谷
間
に
あ
る
松
末
地

区
で
は
、
付
近
を
流
れ
る
赤
谷
川

と
乙
石
川
が
氾

濫
。
集
落
に
は
大

量
の
土
砂
と
流
木

が
流
れ
込
み
５
～

６
ｍ
堆
積
す
る
な

ど
、
最
も
大
き
な

　
「
平
成
24
年
に
も
豪
雨
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
一
部
地
区
が
孤
立
す
る

な
ど
危
機
は
あ
っ
た
も
の
の
、
人
的

被
害
が
無
か
っ
た
。『
今
回
も
大
丈

夫
』、
そ
の
根
拠
の
無
い
自
信
が
私
た

ち
の
判
断
を
誤
ら
せ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」と
伊
藤
会
長
は
振
り
返
り

ま
す
。
一
生
に
一
度
の
大
雨
と
呼
ば
れ

た
平
成
24
年
の
１
時
間
最
大
降
水
量

は
約
60
㎜
。
し
か
し
平
成
29
年
は
約

１
３
０
㎜
に
も
及
び
ま
し
た
。「
想
定

外
を
想
定
す
る
こ
と
。
準
備
に
上
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
の
避
難
が『
か

ら
ぶ
り
』に
な
っ
て
も
、そ
れ
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
意
識
が
大
切
で
す
」。

　

災
害
時
に
は
住
民
の
安
否
確
認
を

行
い
、
松
末
小
学
校
へ
の
避
難
を
主

導
。
被
災
後
は
避
難
所
で
住
民
の
困

り
ご
と
を
市
に
伝
え
る
な
ど
奔
走
し

続
け
た
伊
藤
会
長
。
行
政
と
の
意
見

交
換
会
を
企
画
す
る
な
ど
、
情
報
共

有
に
腐
心
し
て
き
ま
し
た
。「
将
来

の
展
望
を
知
る
こ
と
が
希
望
に
な
る
。

住
民
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
復
興
を

実
現
し
、
住
み
や
す
い
地
域
を
取
り

戻
し
た
い
」と
前
を
向
き
ま
し
た
。
災

害
か
ら
２
年
、
全
住
民
の
願
う
復
興

へ
の
道
の
り
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

全
て
を
飲
み
込
ん
だ
濁
流

６
割
の
人
が
去
っ
て
い
っ
た

想
定
を
越
え
る
災
害
の
恐
怖

「
か
ら
ぶ
り
」で
も
早
期
避
難
を

人的被害35人、家屋1,400件以上、朝倉市に過去
最大級の被害を与えた２年前の「九州北部豪雨」。
朝倉市街と東峰村の中間に位置する、朝倉市の
山間部・松

ま

末
すえ

地区を襲った災害の恐怖と、復興を
目指す地域の声をお伝えします。

↑震災後、松末地区の乙石地域では地域住民がインターネット
で寄付を募り実現したこいのぼりが掲げられ、２年目を迎えた。

昨年福智町を襲った豪雨を受け
て、ハザードマップを一新しまし
た。被害の実情をもとに、より正
確な危険個所が掲載されていま
す。この地図は避難における大
きな指針の一つですが、危険と
されている箇所以外でも警戒を
怠らず、早めの避難を心がけま
しょう。新しいハザードマップ
は今月号の折り込みか、町公
式ホームペー
ジからご確認
ください。→

福智町ハザードマップ更新

松末地域コミュニティ協議会

伊藤睦人会長

自分の家が分からないほどの甚大な
被害。「空爆の跡のようだ」と言われ
たほど田園風景は一変し、変わり果
てた古里の姿に、住民は立ち尽くし
た。松末の奥地、乙石地区では家屋
が流され、尊い命が失われた。

極度の緊張から限界を迎
えた子どもたちのため、伊
藤会長は学校からの移動
を決断。より安全な避難
所へ向かうバスを目指し、
崩落した道を徒歩で
進んだ。

松末小学校の避難者は約50人。建物
の２階まで迫る水に、不安と恐怖を感
じながら、励まし合い、一晩を明かした。

伊藤会長は地区全域へ防災無線で避
難を呼びかけ。しかし送信所は故障し
ており、無情にもその声は
届いていなかった。

この１時間の雨量は史上最高の
137㎜を記録。迫る濁流と土砂に、
家屋や車がなすすべ無く流された。

雨あしはみるみる強まり、水は田んぼの
畦を越え、橋の近くまで迫った。危険を
感じた伊藤会長は、協議会職員に帰宅
を指示。高齢者などの安否確認を実施。

市全体のJアラートのテストに合わ
せ、松末地区では自主的に避難訓
練を予定していた。しかし連絡の
無いままテストは中止。伊藤会長
は連絡体制に不安を感じていた。

不安のよぎる朝パラパラと降雨

雨脚が弱まる

決意の避難

眠れない夜

届かなかった無線放送

観測史上最多の雨量

途切れない強い雨

嵐が過ぎて

○ 午前 10 時

会長の電話に「自宅に土
砂が流れ込んでいる」と
妻からの連絡。帰宅しよ
うとしたが、土砂崩れや
氾濫に恐怖を感じて帰宅
を断念。警察官に促され、
松末小学校へと避難した。

松末小学校へ
○ 午後６時

○日没後

○ 午後３時40分

○ 午後５時ー６時

○ 午後３時

○ 午前10時15分○ 午前12 時過ぎ

○ 翌朝

○ 県南山間部を襲った未曽有の災害

北部豪雨平成29年度

昨年の教訓糧に

５
７

６
７

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

写真提供：西日本新聞社

45

朝倉市松末地区
24時間の実録

命を守る。そのために特  

集


